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在の安心感を得るべく各人が規則の存在を受け入れるようになる，というものである o この視点は， J. マイヤーの
組織論を読み解くことによってさらに体系化されるo マイヤーによれば公式構造とは，人々に存在意義を付与するよ
うな「究極的価値」を可視化したものにほかならない。つまり公式構造とは誰が記述しようとも，その個人的意思や
選好を超越したある種の中立性・超人性を帯びたものであるといえるo それが人工物であるにもかかわらずひとびと
が連帯を意識するときに媒体として利用するのも，こうした事情によるようだ。こうして想像された「われわれ」と
いうものこそ，基本的には個々の成員行為から成立したものでありながらまとまりを醸し出す， I組織化された無秩
序」という状態ではないだろうか。
論文審査の結果の要旨
組織論は現在，パラダイム転換期にあるといわれるo 組織を目標達成のための合理的な制度的装置として捉える観
方から，社会の近代化とともに失われていった共通の意味的天蓋(究極的価値)に代わって， Iわれわれ意識」や連
帯感情の醸成を担う「想像上の共同体」として捉えようとする視座の転換である o 本論文は「組織化された無秩序」
という最近の議論を手がかりに， このパラダイム転換の意義と内容を展開・提示し，従来の伝統的組織論や組織文化
論を覆しながら，組織に帰属することによる「存在論的安心感」の保証という，組織がもっ隠された機能を浮かび上
がらせることに成功している。
本審査委員会は，本論文が先行研究の綿密な追跡の仕方と，自らのオルタナティヴの説得的な展開の仕方のいずれ
においても，将来性のある学術研究であることを認め，博士(人間科学)の学位授与に値するものであると判定した。
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